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平成29年４月に稼動が予定されている新北部清掃工場には、運び込まれたゴミを焼却する過程で生じるエネルギー（余
熱）を利用した温浴施設（歩行浴プールおよびお風呂）が建設されます。このたびの９月議会において、この施設の設
置や営業時間、利用料金等を定める条例（「船橋市北部清掃工場余熱利用施設条例」）が提案され、審議の結果可決され
ました。
この余熱利用施設の建設にあたっては、採算性の面から問題があるとしてこれまでも幾度となく取り上げてきました
が、オープンを間近に控え、あらためて質疑を行いましたのでその一部をお知らせします。

この余熱利用施設は、清掃工場を引き受けていただく地元への
還元策という側面もあり、一定の市負担は仕方ないというのが市
の考え方ですが、類似の民間施設もあるなかで、できるだけ市負
担の縮減を図るべきと私は考えます。今後オープンに向け、十分
なＰＲや、利用促進策を検討するよう引き続き求めていきたいと
思います。

■年5000万円の赤字を縮減するために
　～北部清掃工場余熱利用施設条例～

日 色 年間目標利用者数について、赤字施設になるのではとの当方からの指摘に対し、当初（平成24年）の答
弁では年間20万人を目指すとしておきながら、担当課は当初からの目標数を二転三転させ、最終的には「11
万人で計画しているが、15万人以上を目指して」と答弁している。現時点での年間目標利用者数は何人と
考えているのか。

環 境 部 長 15万人以上を目指して運営をしていくが、あくまで現時点での想定利用者数の見込みは11万人である。
日 　 色 開館時間および休館日について、月曜休館、また9時～ 21時開館として現在手続きが進められてきたが、

収支不足が見込まれる現状から、業務の受託者に対して一日でも多くまた長く開館して利用者の利便性を
高め、市収入を確保するよう強く求めるべきと考えるがどうか。

環 境 部 長 開館日については一日でも多く開館できるよう、事業者に求めていきたい。
日 　 色 現状では、年間約1億円の費用に対し、収入は約5000万円程度に留まっており、5000万円の収支不足（市

負担）が見込まれている。この施設の運営に対する市長の考えは。
市 　 長 私としても、利用者数11万人で5000万円の市負担を了としているかと言えばそうではない。利用して

いただいてはじめて市民の利益があり喜びがあるという施設にしていかなければならない。担当は環境部
になるが、あらゆる分野がひとつになって事前のPR、また途中経過の利用者数も十分に把握してその都
度適切な対応をしていきたい。必要に応じて議会にも説明していきたいと考える。

昭和53年船橋市生まれ　38歳　二葉幼稚園、西海神小

学校、市川学園中・高を経て早稲田大学法学部卒業。

サラリーマン生活を経てアメリカ合衆国西海岸を南

北に貫く「パシフィック・クレスト・トレイル」全

4200kmを徒歩で踏破（日本人初）。平成19年4月の船橋

市議会議員選挙において初当選、現在3期目。自由民主

党船橋市支部事務局長、健康福祉委員会委員長、障害

福祉推進議員連盟会長、私立幼稚園教育振興議員連盟

幹事長兼事務局長、会派「市政会」所属

地域での主な活動:ボーイスカウト船橋地区国際委員長

（船橋第３団副団委員長）、船橋稲門会（早大OB会）事

務局長、（公社）船橋青年会議所第46代理事長、保護司、

船橋市カヌー協会会長、船橋市消防局市民音楽隊隊

員、船橋市国際交流協会会員、日本山岳会会員� ほか

趣　　味:アウトドアスポーツ（山歩き、キャンプ、カヌー）

愛�読�書:ヘンリー・D・ソロー「森の生活」

座右の銘:Where�there�is�a�will,�there�is�a�way.

■編集後記
今回は「自由民主党船橋市支部だより」

と合わせての発行となったため、発行時
期が遅くなりました。もう 12 月議会、そ
して年末年始と慌しい日が続きますが体
調管理を万全にして乗り切りたいと思い
ます。� （健）


